
2020（令和 2）年度 第 1回白山会館運営委員会 次第 

 

 

【書面会議】 
 

※新型コロナウイルス感染症の一層の感染予防対策のため、書面会議とさせていただきます。 

 

 

次 第 

 

 

 

１ 委嘱状交付（新任委員の方へ委嘱状を同封しています） 

 

 

２ 議  事 

⑴ 2019（令和元）年度白山会館事業の報告について 

 

 

⑵ 2020（令和 2）年度白山会館事業の計画について 

 

 

３ その他 

 ・白山会館 50周年記念事業について 

 

 

 



1 

 

2019（令和元）年度 白山会館事業及び市民啓発事業の実績報告について 

 

１ 白山会館事業 

⑴ 人権教育推進事業 

①  小・中学生学習会 ＜毎週 2回、2019（令和元）年 5月～2020（令和 2）年 2月＞ 

   → 2020（令和 2）年 3月はコロナウイルス感染防止のため、中止とした。 

 小学生 中学生 

対象者数 6 1 

開催回数 66 55 

延べ人数 406 272 

※ 延べ人数には、対象者の友人等も含む。 

 

②  教職員等現地学習会 

年間を通して 151（市内小・中学校 72、その他の市内学校 12、市外学校 56、市内団

体 6、市外団体 5）の学校等から要請を受け、白山会館で差別の現実を学ぶ人権・同和

教育の学習会を 55回開催し、2,226人が参加した。 

 団体数 人 数 備考 

市 

内 

小学校(附属含む) 50 639  

中学校(附属含む) 22 316  

高等学校 9 102  

特別支援学校 3 90  

その他団体 6 418 

雄志中学校区学校運営協議会、上
越地区「同和」問題に取り組む宗教
者の集い、真宗大谷派高田教務所、
上越教育事務所、上越市、上越市教
育委員会 

小   計 90 1,565  

市 

外 

小学校 34 334  

中学校 16 173  

高等学校 4 38  

特別支援学校 2 17  

その他団体 5 99 
県高等学校教育課、新発田市教育
委員会、柏崎市教育委員会、県高等
学校長協会、富山県本願寺別院 

小   計 61 661  

合   計 151 2,226  

 

③ 人権に関する図書・ビデオの設置 

○ 設置状況 

    ・図書数：497冊（うち新規購入 15冊） 

・ビデオ、ＤＶＤ数：42巻 

 

④ その他 

○ すげ笠づくり講座：3回開催 

      東本町小学校 6年生の児童を中心に、被差別部落の生業として受け継がれてきた

2 議事（1） 
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すげ笠づくり体験と講師の講話を通して、すばらしい伝統技術を学ぶとともに差別を

受けてきた地域の歴史や正しい人権意識を学ぶ。 

    ① 7月 22日：62人、② 1月 31日：63人、③ 2月 1日：32人 

 

⑵ 地域交流事業 

①  バスハイキング（シーサイドパーク名立）    6月 9日（日）60人参加 

②  もちつき大会 （白山会館）        12月 15日（日）72人参加 

 

⑶ 貸館事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ 「いのち・愛・人権」燕展 

11月 19日～11月 25日 燕市（燕市中央公民館、燕市文化会館） 

白山会館事業等の紹介パネルを出展。 

 

２ 市民啓発事業 

⑴ 研修会の開催 

①  人権を考える講話会  計 17回 565人 

市内全小学校区で講話会を開催する計画であり、1年間に 16～17小学校区、全ての

小学校区（50校区）を 3年間で一巡する。ＰＴＡ・地域青少年育成会議等、地域の組

織からの協力を得て開催している。 

 

回 開催日 学校名 人数 回 開催日 学校名 人数 

1 6月 21日 大町小 52 10 11月 1日 保倉小 44 

2 7月 12日 富岡小 30 11 11月 7日 上杉小 30 

3 8月 29日 牧小 22 12 11月 15日 春日新田小 20 

4 8月 31日 戸野目小 41 13 11月 20日 直江津南小 17 

5 9月 3日 大和小 35 14 11月 20日 谷浜小 25 

6 9月 5日 大瀁小 40 15 11月 21日 八千浦小 41 

7 9月 5日 山部小 16 16 11月 21日 浦川原小 30 

8 9月 20日 高志小 58 17 11月 22日 黒田小 43 

9 10月 25日 上下浜小 21 計 565 

 

 

利  用  内  容 回数（回） 人数（人） 

白山会館運営委員会 2 35 

小・中学生学習会 121 678 

現地学習会 55 2,357 

地域交流事業（もちつき大会） 1 73 

運動団体 12 142 

町内会、子ども会等 17 144 

その他（新潟県地域改善事業事務） 49 306 

合  計 257 3,735 
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②  人権を考える講話会（講師派遣事業） 計 2回 54人 
 

回 開催日 学校名等 
参加

人数 
備考 

1 6月 11日 飯小学校 18 教職員参加 

2 9月 26日 高田西小学校 36 地域住民参加 

計 54  

 

③  同和教育研修会  

11月 15日 東本町小学校 

・授業参観 

・講演会 講師：石井眞澄、千晶 氏 

     演題：部落問題と向き合う私たち ～結婚差別を乗り越えて～ 

※学校・行政関係者、PTA、学校区内住民を対象 

 

⑵ 研修会等の参加 

【中央本部関係】    

大会名 日程 開催場所・会場 参加人数 

第 51回東日本研究集会 7月 4日～5日 群馬県利根郡みなかみ町 2 

第 64回関東女性集会 8月 24日～25日 群馬県利根郡みなかみ町 3 

【県連関係など】    

大会名 日程 開催場所・会場 参加人数 

第 36回県連定期大会 5月 19日 新潟市 新潟会館 3 

第 5回就職差別撤廃新潟県集会 6月 4日 新潟市 新潟ユニゾンプラザ 2 

第 27回新潟県同教研究集会 8月 8日 上越市 上越文化会館 10 

部落解放第 36回新潟県研究集会 10月 5日 
村上市 村上市民ふれあいセ

ンター 
9 

第 1回新潟県人権保育者集会 10月 26日 新発田市 生涯学習センター 1 

「いのち・愛・人権」燕展 11月 19日～25日 燕市 燕市中央公民館ほか 9 

部落解放同盟上越支部荊冠旗開き 令和2年1月19日 上越市 高陽荘 9 
 

【県人権・同和センター】    

大会名 日程 開催場所・会場 参加人数 

人権・同和教育啓発推進講座 

越佐にんげん学校 

（全 11回中 2回参加） 

第 7講座 9月 27日 妙高市 新井ふれあい会館 5 

第 8講座 10月 10日 上越市 リージョンプラザ上越 6 

※参加人数は社会教育課取りまとめの人数 
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⑶ 人権教育・啓発図書及びビデオ・ＤＶＤの貸出 

図書・ビデオの貸出状況   

・図書   24冊  ・ビデオ、ＤＶＤ  1巻 
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2020（令和 2）年度 白山会館事業及び市民啓発事業の計画について 
 

 

※今年度は新型コロナウィルス感染症の状況を注視しつつ、市のイベント等実施基準を参

考にしながら事業実施について対応します。各事業の下欄に今年度の対応を記載してい

ます。 

 

 ＜参考：市のイベント等実施基準＞ 

  ①三つの密（密閉、密集、密接）の発生が原則想定されないこと（人と人との間隔はでき

るだけ 2ｍを目安にする） 

  ②大声での発生、歌唱や声援、または近接した距離での会話等が原則想定されないこと 

  ③その他、必要に応じて、適切な感染防止対策（入場者の制限や誘導、手指の消毒設備

の設置、マスクの着用、室内の換気等）が講じられること 

 

 

 

１ 白山会館事業 

⑴ 人権教育推進事業 

 ①  小・中学生学習会 

学習会の参加を通して、進路保障につながる学力の向上や仲間づくりを進め、差別に

負けない子どもを育てることを目的に、毎週 2 回、白山会館で小・中学生を対象とし

た学習会を開催する。（概要は別紙 1のとおり） 

 対象者数 曜日 時間 

小学生 5人 水・金曜日 17:00～18:30 

中学生 2人 火・木曜日 19:00～21:00 

  

■対応 

 ：関係者と協議し、7月から実施予定。 

 

② 教職員等現地学習会 

同和問題に対する正しい理解と認識を深め、人権教育における指導者としての資質

向上を図ることを目的に、現地学習会を実施する。（講師は部落解放同盟上越支部より

派遣） 

   ・市内学校教職員現地学習会 

   ・市外学校教職員等現地学習会 

・市町村行政・県行政・他団体等現地学習会 

■対応 

 ：参加校の範囲を上越市内の小・中学校及び県立高等学校等に限定し、1回の参加

人数を 30 人以下とし、7 月以降に延期して実施予定。市外の学校は 9 月以降の

申込みがあれば対応する。  

 

③ 人権に関する図書、ビデオ・ＤＶＤの設置 

毎年度人権に関する図書、資料等を購入し、白山会館所蔵図書の充実を図る。 

■対応 

 ：例年どおり実施する。 

 

2 議事（2） 
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④ その他 

    すげ笠づくり講座 年 3回開催 

    第 1回（7月） 

：小千谷市に行き、すげ刈を行う（すげ笠の材料集め）。 

     第 2回・3回（1月～2月） 

：東本町小学校に講師を招き、すげ笠づくりを行う。すげ笠づくりを行う中での講師

との交流や講師から講話を聴く中で学習を行う。 

■対応 

 ：第 1 回の活動は中止とする（市のイベント等実施基準を満たすことが困難なた

め）。第 2 回・第 3 回の活動については関係者と協議を重ね、実施の可否を検討

する。 

 

⑵ 地域交流事業  

交流事業を行い、地域住民と行政等の交流を積極的に図る。 

① バスハイキング（シーサイドパーク名立） 

② もちつき大会（白山会館）  

■対応 

 ：いずれも中止とする（市のイベント等実施基準を満たすことが困難なため）。 

 

⑶ 貸館事業 

白山会館の利用の拡大を図る。 

  ・町内会、子ども会など 

・行政、教育機関、企業、人権諸団体関係者など 

■対応 

 ：例年どおり実施する（新型コロナウィルス対策本部会議の決定等がある場合は、

それに従い入館の制限や閉館を行う）。 

 

2 市民啓発事業 

⑴ 研修会等の開催 

  ① 人権を考える講話会 

3年間で市内全小学校区を巡回する計画で講話会を開催する。学校、ＰＴＡ・町内関

係者、地域青少年育成会議等、地域の組織の協力を得て開催している。 

本年度は 16小学校で実施する。 

■対応 

 ：9月以降に開催方法等を考慮し実施予定。 

 

② 講師派遣事業 

各機関、団体からの要請に応じ、当課社会教育指導員を講師として派遣し、人権問 

題に関する研修会を実施する。 

■対応 

 ：要請がある場合は、9月以降に開催方法等を考慮し実施予定。 

 

③ 同和教育研修会 

11 月 13 日（金）に東本町小学校で行われる同和問題に関する研修会を支援する。 

（授業参観、講演会） 
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■対応 

 ：開催状況等に応じて必要な支援を行う。 

 

⑵ 研修会等への参加 

各種研修会に職員を積極的に派遣し、職員の資質向上を図り、その成果を社会同和教育

行政の推進に役立て、市民啓発にあたる。令和 2年度の予定は別紙 2のとおり。 

■対応 

 ：感染症の状況等を考慮し参加の可否を決定する。 

 

⑶ 人権教育・啓発図書及びビデオ・ＤＶＤの貸出・周知 

人権に関する図書やビデオ・ＤＶＤについて市民、学校教育・社会教育関係者へ無料で

貸し出し、研修会や学習に活用し、広く人権意識の高揚を図る。 

  上越市ホームページ、現地学習会での紹介を通じ周知に努める。 

■対応 

 ：例年どおり実施する。 

 



小・中学生学習会の概要について 

 

 

１ これまでの経緯 

1972（昭和 47）年、当市の同和対策事業を推進するため、地域住民の社会教育活動

を助長し、同和問題の解決に寄与する目的として、白山会館が設置された。当市にお

ける解放運動の拠点となっている。 

昭和 50年代前半には、白山会館を会場として、「学力保障」と「差別に負けない力

を育てる」ことを目的に、小・中学生学習会を開始した。 

 

２ 実施の根拠 

政府同和対策審議会による「同和対策審議会答申」（1965年）に基づく事業である。 

「同和対策審議会答申」前文では部落差別の解消が「国民的な課題」であり、「国の 

責務」であると明記され、そのうち教育問題に関する施策の項目では、児童生徒の学 

力の向上のため教育条件を整備することが定められている。 

 

この答申に基づき、行政、教育ほか様々な分野で同和対策事業や活動が行われており、

小・中学生学習会も当市が行う同和対策事業の一つとして実施している。 

 

３ 位置づけ 

  当市は、2003（平成 15）年に「人権を尊び部落差別などあらゆる差別をなくし明る 

い上越市を築く総合計画」（人権総合計画）を策定し、諸施策を総合的・計画的に推

進している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 1 

・第 3章 第 2節 4 「社会教育における人権教育、同和教育の推進」 

⑸ 白山会館事業の充実 

白山会館を拠点とし、差別の現実に学ぶ現地学習会や地域に住む人々同士の  

相互理解と地域社会への参加の促進を図るため、地域交流事業、小・中学生学習会

などを推進します。 

・第 3章 第 3節 

⑵ 学校や教育機関との連携 

社会参画に向けての資質、学力の向上を図るため、学校やその他の教育機関 

と連携し、白山会館で小・中学生学習会を開催します。 



４ 現状 

本事業開始から現在までの間に、小・中学生学習会では進路につながる学力保障、

地区では「差別に負けない力」の育成をするという話し合いが行われ、この分担で続

けられてきた。 

現在は、学習会対象である地区在住の子どもや親戚の子どもだけではなく、ほかの

町内会の子ども（対象の子どもの友人）も参加しており、子ども同士の隔たりない交

流の場にもなっている。このことは、地区内外の子どもたちの相互理解や仲間づくり、

地区の子どもたちの地元に対する愛着につながっている。 

 

５ 教育委員会の方針 

当市においては、学校・地域・行政ほか様々な組織で同和問題の解決、差別解消へ 

の取組が行われているが、いまだそれらの問題が解決しきれていない社会の現状があ

り、子どもたちを取り巻く環境には厳しい一面がある。 

教育委員会では、進路保障に結び付く基礎学力をつける学力保障と、友達や仲間同 

士が集まれる場所、励ましあえる仲間づくりの場所として、小・中学生学習会を継続

して実施する。 



令和 2年度 主な研修会・集会日程一覧（予定） 

 

※ 新型コロナウィルス感染予防対策のため、現時点で中止が決定している研修会・

集会があります（その他の研修会・集会についても、今後中止または延期される

場合があります）。 
 

【中央本部関係】 

 
【県連関係】 

 

【県人権・同和センター関係】 

研修・集会名 日時 会場 

人権・同和教育啓発推進講座 

越佐にんげん学校 

（全 11回中 2回予定） 

第 2講座 7月 9日 
上越市 リージョンプ

ラザ上越 

第 4講座 7月 30日 
妙高市 あらいふれあ

い会館 
 

【市教育委員会関係】 

研修・集会名 日時 会場 

同和問題現地研修会 秋以降実施予定 上越市 白山会館 

同和教育研修会 11月 13日（金） 上越市 東本町小学校 

 

研修・集会名 日時 会場 

第 52回東日本研究集会 7月 2日 ～3日 群馬県みなかみ町 

第 65回関東女性集会 8月 29日～30日 群馬県みなかみ町 

第 72回全国人権・同和教育研究大会 
10月 31日 

～11月 1日 

上越市 リージョン

プラザ上越ほか 

研修・集会名 日時 会場 

第 37回県連定期大会 5月 17日 新潟市 新潟会館 

第 6回就職差別撤廃新潟県集会  6月 2日 
新潟市 新潟ユニゾ

ンプラザ 

部落解放第 37回新潟県研究集会 8月 29日 新潟市 新潟テルサ 

第 2回新潟県人権保育者集会 10月 10日 南魚沼市 

「いのち・愛・人権」小千谷展 

（25日の開会セレモニーに参加予定） 

11月 25日 

～12月 1日 
小千谷市 

部落解放同盟新潟県連合会上越支部 

旗開き 
令和 3年 1月 上越市 高陽荘 

部落解放同盟新潟県連合会荊冠旗開き 令和 3年 2月上旬 新潟市 

別紙 2 

※中止 

※中止 

※中止 

※来年度
に延期 

※中止 

※日程
変更 



白山会館開館 50周年記念事業について 

 

 白山会館は 2022年（令和 4年）に開館から 50年を迎えます。50周年記念事業の実施に向

けて、今年度から記念事業準備委員会を発足し、準備を進めてまいります。 

 

１ 白山会館の経過について 

 1972年 12月（S47） 開館 

2002年 10月（H14） 開館 30周年記念事業 

2012年 10月（H24） 開館 40周年記念事業 

2022年 10月（R 4） 開館 50周年記念事業 ※予定 

 

２ これまでの記念事業について 

 【30周年】 

2002年  1月 準備委員会発足 

2002年  5月 実行委員会発足 

（白山会館運営委員長、支部 2名、城北中学校同和教育推進教員、東 

 本町小学校同和教育推進教員、上越解放新聞読者会  計 6名） 

  2002年 10月 記念事業実施（会場：市民プラザ） 総勢 103名出席 

内容…記念式典、記念講演会、記念パーティー、記念誌及びパネル年 

表の作成 

 

【40周年】 

2012年  2月 準備委員会発足 

2012年  4月 実行委員会発足 

（白山会館運営委員長、支部 2名、北本町 4丁目町内会長、白山会館 

 運営委員、城北中学校同和教育推進教員、東本町小学校同和教育推 

進教員  計 7名） 

  2012年 10月 記念事業実施（会場：高陽荘） 総勢 92名出席 

内容…記念式典、記念講演会、記念パーティー、記念誌及びパネル年 

表の作成 

 

３ 50周年記念事業に向けた取組について 

2020年   準備委員会発足 

2021年    実行委員会発足 

  2022年 10月（予定） 記念事業実施 

 

3 その他 



上越市白山会館運営委員について 

 

■ 上越市白山会館運営委員とは 

  上越市白山会館運営委員は、「上越市白山会館条例」と「上越市白山会館運営委員

会規則」により定められ、白山会館事業の企画及び運営に関して教育委員会に助言

を行い、また、会館の運営管理に関し、必要と認める事項について協議する。 

 

■ 白山会館について 

上越市内の同和対策事業を推進するため、地域住民の社会教育活動を助長し、も

って同和問題の解決に寄与することを目的として、昭和 47年に設置された。 

以来、上越市の同和教育事業の拠点として、教職員の現地学習会や、小・中学生

学習会、交流事業などを実施している。 

 

■ 「上越市白山会館条例」の記述（白山会館運営委員に関する部分を抜粋） 

(運営委員会) 

第 13 条 会館の適正な管理運営を図るため、上越市白山会館運営委員会を置く。 

2 委員会の組織及び運営に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

■「上越市白山会館運営委員会規則」の記述（抜粋） 

(組織) 

第 3 条 委員会の委員は、次の各号に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱す

る。 

(1) 教育機関及び社会教育関係団体の代表者 

(2) 学識経験者 

(3) 部落解放同盟上越支部の代表者 

(委員の定数) 

第 4条 委員の定数は、13人以内とする。 

(委員の任期) 

第 5 条 委員の任期は、2 年とする。ただし、補欠委員の任期は前任者の残任期

間とする。 

参考資料 


